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令和７年第４回枝幸町議会定例会会議録  

 

○議事日程（第２号）  

  令和７年１２月１６日（火曜日）  午前１０時００分開会  

第 １  会議録署名議員の指名 

  ２ 報告第１０号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価につ

いて 

  ３  報告第１１号  寄附採納について 

  ４  閉会中の継続審査の申し出等について（所管事務調査） 

   

 

○出席議員（１０名） 

議 長 １２番 小 原   仁 君  副議長 １１番 秋 川 祥 雄 君 

 １番 岩 谷 隆 行 君   ３番 清 水 顕 志 君 

  ４番 徳 保 喜 幸 君    ５番 野 口 洋 郎 君 

  ６番 小 林 正 浩 君    ７番 石 川   勝 君 

  ８番 遠 山   修 君   １０番 村 上 守 義 君 

       

○欠席議員（１名）  

       ２番 渡 辺 明 徳 君 

 

○本会議に出席した事務局職員 

議 会 事 務 局 長 桔 梗 智 明 君  議 会 事 務 局 主 幹 白 潟 真 弓 君 

 

○地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 村 上 守 継 君  副 町 長 今 井 靖 雄 君 

教 育 長 小 川 俊 輝 君  代 表 監 査 委 員 柳 原 貞 夫 君 

総 務 課 長 髙 瀨 雅 之 君  企 画 課 長 中 川 一 広 君 

財 政 課 長 深 井   信 君  税 務 課 長 遠 藤 孝 幸 君 

情 報 課 長 荒 関   健 君  町 民 課 長 城 澤 篤 人 君 

町 民 課 参 事 岡 部 智富美 君  保 健 福 祉 課 長 有 賀 博 輝 君 

保 健 福 祉 課 参 事 宇佐美 貴 広 君  保 健 福 祉 課 参 事 植 村 由 佳 君 

農 林 課 長 髙 瀨 孝 弘 君  水 産 商 工 課 長 黒 川 勇 人 君 

観 光 課 長 佐 藤 貴 幸 君  観 光 課 参 事 堀 川   光 君 

建 設 課 長 平 谷 昌 仁 君  水 道 課 長 桜 井 勝 浩 君 

会 計 課 長 神 尾 恵美子 君  歌 登 支 所 長 安 藤   寛 君 

学 校 教 育 課 長 三 浦 淳 史 君  社 会 教 育 課 長 米 津 功 司 君 

社 会 教 育 課 参 事 高 畠 孝 宗 君  病 院 事 務 局 長 神 尾 尚 人 君 

病 院 事 務 局 参 事 柳   辰 哉 君    

 



- 2 - 
 

（午前１０時００分） 

◎開議宣言 

○議長（小原 仁君） おはようございます。 

昨日の話で、あちこちでは被害が出ているようでございますが、枝幸も何事もなく

良かったなという気がいたします。 

昨日は第４回定例会、積極的にご審議をいただきまして、順調に終えられ終えるこ

とができました。 

本日、議事日程もそう多くありませんけれども、よろしくお願いしたいと思います。 

それでは、昨日に引き続き、令和７年第４回枝幸賞議会定例会を開会いたします。

これより本日の会議を開きます。 

出欠の状況についてご報告を申し上げます。欠席通告のあった議員は、２番渡辺明

徳議員が入院療養中のため欠席する旨の通告がありました。 

ただいまの出席議員は 10 名。定足数に達しますので、会議は成立いたします。 

それでは、議事日程に従いまして、本日の会議を取り進めさせていただきます。 

（開議 午前１０時分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

４番徳保喜幸議員、５番野口洋郎議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 報告第１０号 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 報告第 10 号 教育に関する事務の管理及び執行

の状況の点検及び評価についてご報告願います。 

学校教育課長。 

（学校教育課長三浦淳史君 登壇） 

○学校教育課長（三浦淳史君） 議案書 56 ページをお開き願います。 

報告第 10 号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について。 

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第 26 条第 1 項の規定に基づき、別紙のとおり報告する。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町教育委員会教育長。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律により、教育委員会は、教育行政事務の

管理及び執行の状況について、毎年点検評価を行い、その報告書を議会へ提出すると

ともに、公表することが規定されております。 

このことにより、教育委員会は、各施策の成果や課題を再認識するとともに、学識

経験者からのご意見を踏まえ、なお一層の施策の充実を図ることにより、効果的な教

育行政の推進に資するとともに、町民への説明責任を果たしてまいります。 

それでは、令和６年度に執行いたしました事務事業について報告いたします。 

報告第 10 号別紙報告書、表紙の裏面をご覧願います。こちらに、令和５年３月に

作成した町の教育推進計画の体系図を掲載しております。この計画をもとに点検評価

する形で報告書を策定しております。 

１から２ページには、点検評価の趣旨、対象事業経過等を掲載しています。３から

４ページには、教育委員会の運営状況を掲載しています。７から 42 ページには、表
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紙裏面に掲載している枝幸町教育推進計画の体系図に基づき 12 の施策について PDCA

サイクルと、１ページに記載のＡからＥまでの判定基準及び学識経験者の意見により、

報告書を作成しています。 

令和６年度は、全 12 項目のうち、Ｂ評価の目的をおおむね達成したが８項目、評

価の目的を十分に達成したは４項目でしたが、特に図書館活動と博物館活動について

は、昨年度に引き続き、評価と高い評価をいただきました。 

それでは、各施策の説明に入らせていただきますが、要点を絞った形で進めてまい

りますので、ご了承願います。 

はじめに、７ページからの確かな学力を育成する教育の推進です。 

全国学力状況調査では、小中学校ともに全調査科目の平均正答率が全国・全道を下

回る結果でございました。また、学習状況調査においては、学習における ICT 機器の

利用は進んでいるものの、家庭学習の時間が全国・全道と比較して少なく、知識の定

着に必要とされる繰り返し学習が不足している傾向がうかがえました。 

これらの結果をもとに、授業では、課題を示し、見通しと振り返りを行うことや、

各家庭に配布をしている家庭学習の手引きを見直すとともに、保護者との懇談を通じ

て協力を得ることにより、家庭学習の取り組みを強化してまいります。 

次に、11 ページからの豊かな心を育成する教育の推進です。 

長崎県平戸市とのいきいき交流事業では、中学生６名が平戸市を訪問し、気候、歴

史、文化の違いについて学ぶとともに、生徒同士の交流を深めました。 

生徒指導、教育相談の充実については、昨年４月に開設した教育支援センターの天

田センター長を中心に精力的に実施し、大変充実しておりました。 

しかしながら、天田センター長が本年８月末に自己都合により退職され、その後、

後任が見つかっておらず、現在、教育支援センターは休止となっていますが、相談業

務については、こども家庭センターが引き継いでおります。教育委員会としては、早

急に購入を見つけ、教育支援センターを再開したいと考えております。 

次に、17 ページからの健やかな体を育成する教育の推進です。 

各学校で、校内マラソン大会や体育授業、休み時間などを活用し、体力や運動能力

向上を図るとともに、日常における指導や学校だよりを通じて、体力づくりや規則正

しい生活を推奨しております。 

食育の推進では、栄養教諭による食育指導や給食の一部に枝幸産の食材を活用する

ことにより、地産地消を推進するとともに、地元食材の素晴らしさを伝えております。 

次に、19 ページからの創造活力に満ち、地域に開かれた学校づくりです。 

各学校においては、地域の実情や子どもの実態などを踏まえながら連携を図りつつ、

教育活動に関する情報提供や地域の教育資源の活用などを通して、地域に開かれた学

校づくりを進めています。 

複式教育では、少人数学級の特性を生かした一人ひとりに手厚い指導を行っており

ますが、少子化の急速な進展により、児童生徒、教職員の過少による学校運営上の課

題を解消し、よりよい教育環境を整えるため、現在７校ある小学校は令和 10 年度か

ら３校に、３校ある中学校を令和 12 年度から１校にする小中学校の適正規模・適正

配置を実施することといたしました。 

次に、25 ページからの地域・学校・家庭の協働による学びと体験の場づくりです。 

地域学校協働活動推進事業では、学校支援ボランティアの協力をいただきながら事
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業を円滑に進めることができました。 

次に、27 ページからの豊かな暮らしを支える学びの場づくりです。 

枝幸ハマナス大学の全 10 講座について、中止することなく計画通り実施すること

ができました。また、オープンカレッジとして、一般町民も聴講可能な講座を開設し、

歌登地区へのオンラインで配信する事業も実施いたしました。 

次に、29 ページからの地域の芸術文化活動の振興です。 

文化協会主催の町民文化祭が枝幸・歌登両地区で開催され、入場者は昨年より増加

しております。出店者、入場者ともにコロナ禍以前の状況に戻りつつあり、活動も活

発化してきております。また、芸術鑑賞事業のものまねライブでは、入場者が 357 人

と盛会で大いに盛り上がりを見せておりました。今後も多様な芸術鑑賞機会の充実を

図ってまいります。 

次に、31 ページからの町民の心身の健康づくりを支えるスポーツ活動の推進です。 

認知機能や歩行機能の維持改善を目的としたネット運動教室については、精力的に

実施をしております。また、古川年正杯枝幸三笠山スラローム競技大会は、道内各地

より５歳から 72 歳までの選手の参加をいただき、実施をいたしました。 

次に、33 ページからの地域に根ざした図書館活動の推進です。 

本を読んで応募しようの開催など、様々な事業を通じて、本の魅力をアピールする

ことができました。また、長年にわたり、子どもの視点に立った読書活動を推進する

取り組みが評価され、子どもの読書活動優秀実践館として文部科学大臣表彰を受賞い

たしました。 

次に、37 ページからの地域の未来を拓く博物館活動の推進です。 

学芸員の専門性を生かし、文化財保護と調査研究を積極的に実施するほか、出前講

座の開催や学習機会の提供、情報発信と観光利用の促進など、博物館活動の充実を図

りました。 

また、12 月には、念願でありました博物館登録を果たしました。今後、更なる情

報発信力の強化と、効率的、効果的な施設運営に努めてまいります。 

以上、大変雑駁でございますが、報告第 10 号の報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みといたします。 

 

◎日程第３ 報告第１１号 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 報告第 11 号 寄附採納についてご報告願います。 

はい、総務課長。 

（総務課長高瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（高瀨雅之君） 議案書 57 ページでございます。 

報告第 11 号 寄附採納について。  

寄附採納について、次のとおり報告する。 

令和７年 12 月 15 日提出 枝幸町長。 

今回は、指定寄附２件を報告いたします。 

１件目、寄附者氏名、札幌市中央区南１条西 11 丁目１番地、株式会社つうけんバ

ンスシステムズ、代表取締役社長打出邦彦様。寄付の種類は、現金 50 万円。指定内

容は、地域再生法第 13 条の２に規定するまち・ひと・しごと創生寄附活用事業とし
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て。寄附年月日は、令和７年 11 月 19 日です。 

２件目、寄附者氏名、大阪府大阪市中央区今橋 3 丁目５-12、日本生命保険相互会

社、代表取締役社長社長執行役員朝日智司様。寄付の種類は、現金 10 万円。指定内

容は、地域再生法第 13 条の２に規定するまち・ひと・しごと創生寄附活用事業とし

て。寄附年月日は、令和７年 11 月 27 日です。 

以上、内容をご説明いたしましたが、ご寄附いただきました皆様に、この場をお借

りいたしまして厚くお礼を申し上げ、報告とさせていただきます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みといたします。 

 

◎日程第４ 閉会中の継続審査の申し出等について（所管事務調査） 

○議長（小原 仁君） 日程第４ 閉会中の所管事務調査の実施に係る各委員長報告

書、並びに監査委員から随時監査及び月例出納検査の報告書が、それぞれ資料配付の

とおり、議長宛てに提出されています。 

また、今定例会以降の閉会中の継続調査の申し出については、各常任委員長及び議

会運営委員長から所管事務調査としてそれぞれ議長あてに提出がありましたので、申

し出のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、閉会中の継続調査の申し出のとおり決定いたしました。 

 

◎閉会宣言 

○議長(小原 仁君)  これで本日の日程は全部終了し、本定例会の会議に付された

事件は全て議了をいたしました。 

前にちょっとお話したんですけども、今の人工知能が猛烈な勢いで進化をしており

ます。この生成AIが、今、一番やっぱり危惧されるのは、情報のやっぱり操作、それ

から映像の操作、非常にやっぱり、今、問題になっています。 

ここ一番危惧するのは、我々の根幹であるやっぱり選挙のやり方がねじ曲げられて

しまう。 

そういうことがあっては、また国のトップが下手したら変わってしまうかもしれな

い。トップが変わると国が変わる。大きな国に変わっていけば世界が変わってしまう。

非常にやっぱり、危険なような状態ではないかなと思います。これからの、その情報

の管理、見分け方、非常に問題になると思います。 

今、アメリカでは、ホワイトカラーの仕事はもうAIが取って代わるだろうというふ

うに言われています。 

アメリカの若い人たちは、だんだんブルーカラー、技術職の方に流れていってると

いうふうな情報もあります。 

これからどういうふうな世の中になるかわかりませんが、私達は子どもに、例えば

車は危ないものだから、道路を渡るときは右見て左見て手挙げて渡りましょうと、小

さい頃から教えます。それと同じようなレベルで、やはり、その情報のあり方という

ものは、子どもにしっかり、これから教えていかなければならないのではないかなと

いうふうな気がいたします。 
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そのフェイク動画とか偽の情報を見破るAIも開発されているようでございますが、

それもイタチごっこになるだろうなというふうに思います。 

これからの情報の管理というのは非常に大事で、今、情報が抜き取られて、非常に

にっちもさっちもいかないような会社も出てきますし、そういうことがないように、

これから世の中、やっぱり、しっかり情報の管理をしていかなければならないのだな

というふうに思います。 

とりあえず、これで会議を閉じます。 

皆さんと顔を合わせるのは、年内これで最後だと思います。来年もいい年になりま

すよう申し上げて、令和７年第４回枝幸町議会定例会を閉会いたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

 

（閉会 午前１０時１８分） 
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地方自治法第１２３条の規定によりここに署名する。  
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